
議長選が行われた本会議後、地元の静岡駅南銀座

商店街のご当地ヒーロー「セッシャー１」と共に

川勝知事を訪問（５月１７日） 

なぜ議長は１年で代わるのか？ 

真の議会改革実現のため「悪しき慣例」は今年で最後にすべき！ 

 

 

ご承知のように、平成１８年９月以降、わが国の首相は

毎年代わってきました。民主主義国家である以上、任に相

応しくないと多数に判断された場合、手続に則って代わっ

てもらうのは当然です。しかし、この６年間で６人の首相が誕

生したという状況は、決して望ましいものではありません。 

 

毎年の交代は身近でも行なわれています。その１つが、

地方議会の議長です。例えば、平成１９年から２３年の４年

間に、４７都道府県議会のうち、２４の議会で議長が４名以

上就任、つまり毎年代わっているのです。静岡県議会もそ

の１つで、初代議長が明治１２年（１８７９年）に就任してから

１３０年余り経ちますが、この５月１７日に就任した小楠和男

議長は、既に１０５代目となります。 

 

地方自治法第１０３条２は「議長及び副議長の任期は、議員の任期による」と規定しています。つまり、法

的には選挙後に必ず議長と副議長を選ばなければなりません。そのため、昨年４月の統一地方選挙後に多く

の議長が代わりました。しかし議員の任期は４年（同９３条１）ですから、次の選挙まで続けることは可能です。

むしろ法の主旨からすれば、４年続けなければならないと言うべきです。 

 

そうした規定にもかかわらず、なぜ議長は毎年代わるのでしょうか。多くの地方議会では、就任１年程で議

長と副議長が、「一身上の理由から」辞表を提出することが「慣例」となっています。「一身上の理由」であるた

め、その理由の詳細について調査することは困難です。ですが、私の経験上、一人でも多くの議員が議長、

副議長という「名誉職」に就任できるように１年で交代しているというのが、多くの地方議会における実態と言っ

ても間違いないでしょう。 

 

果たしてそれで良いのでしょうか。議長は当然ながら議会の代表であり、様々な権限や責任を有していま

す。例えば、静岡県議会事務局には５０名程の職員がいますが、その人事権や指揮権を有しているのは議長

です（同１３８条５及び７）。また、議会の多数派、最大会派から選ばれる議長の指導力や調整力は、地方議

会の強化・改革の実現になくてはならないものです。しかし、１年で代わってばかりいながら、そうした重責を十

分に果たすことができるのでしょうか。 

 

社長が毎年代わって成功している会社を、私は聞いたことがありません。同じ人間が長を永く続けることで

弊害が生じることもあります。しかし、頻繁に交代することも問題を生むと考えます。議長を１年で交代する慣

例の扱いについては、所属する民主党・ふじのくに県議団内でもまだ検討事項の段階ですが、真の議会改革

実現のためにも、引き続き、「悪しき慣例」の廃止を根気強く訴えていくつもりです。
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少しは役に立つ!すずきの智恵（さとるのめぐみ!?）袋 

正にＦＤＡ機が飛び立

とうとしています！ 

静岡・台北便就航記念式典（３月２５日） 

 

「静岡空港は意外に？便利です！最大限活用しましょう！！」 

３月２５日の台北線就航により、静岡空港からの国際線は、ソウル、上海、台北を結ぶ３路線となりました。

また６月１８日からは、上海経由の武漢線も始まります。私もこの３月に静岡空港を利用しましたが、意外

に？便利であることを改めて実感しました。折角の資源を有効活用しませんか！ 

 

① 小さいからこそ便利！ 

小さいからこそ便利な点が沢山あります。まず、チェックイ

ンして飛行機に乗るまで、あるいは飛行機から降りて空港を

出るまで、迷うことなく短時間の移動で済みます。また、売店

も小さいですが、静岡の代表的なお土産は大体揃っています

ので、搭乗時間が迫っていても短時間で買い揃えることがで

きます。更に、お見送りの方は、３階展望デッキ（※右写真）

から、飛行機が位置について滑走し離陸するまでの一連の動

きをしっかり見ることが出来ます。小さい空港ならではです！ 

そして、空港の駐車場（約２千台分）に無料で車を置いた

まま海外に行けます。東名・新東名高速道路を使えば、静岡

市内から空港まで１時間以内です。旅行先で沢山のお土産を買っても、車なら帰りも本当に楽ですよ！ 

 

② 行き先は無限大！ 

国際便は３路線だけとはいえ、ソウルの仁川空港、台北の

桃園空港は、それぞれ韓国、台湾最大の国際空港ですし、

上海の浦東空港は中国で３番目に利用客数が多い国際空

港です。ですから、これらの３空港からの便を乗り継げば、ヨー

ロッパや北米等、実に様々な地域に行くことができます。 

例えば、午前１１時４５分発のソウル便なら、仁川空港で乗

り継いで、ハノイ、バンコク、ジャカルタ等のアジア各地はもちろ

ん、ロンドン、ニューヨーク、ロサンゼルス、ラスベガス等にも、

時差の関係でその日のうちに行くことができます。あるいは、

午後８時発の台北便なら、乗り継ぎ便利用で、同日中にバン

クーバー、あるいは翌日の午前１１時過ぎにシドニーに行くことも可能です。 

また、静岡から各地に直行で飛ぶチャーター便も随時企画されています。これまでに、マカオ、チューリ

ッヒ、アンカレッジ、マドリード、バルセロナ等へ直行便が飛んでいますし、この夏には、ハワイへのチャーター

直行便も企画されています。詳しくは、富士山静岡空港（http://www.mtfuji-shizuokaairport.jp/）、富士

山静岡空港サポーターズクラブ（http://www.fs-airport.com/）のホームページ等で確認できます。 

 

他県同様、人口減少や高齢化が進む静岡県の経済を盛り上げるには、静岡県を訪れる外国人観光客

を増やすことが大変有効だと考えます。まず、私達県民が静岡空港を更に利用することで就航便が増え便

利になれば、より多くの外国人観光客を引き付けられるでしょう。静岡空港を最大限活用しましょう！ 

 

 

 

 

 

 

今こそ、 

DIYの政治を！ 


